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過去最高の外国人宿泊者数

○ 平成２７年１月～１１月に青森県内に宿泊した外国人は１０万人を超え、過去最高を記録。
○ 東日本大震災以前と比べ、台湾、アメリカ、東南アジア、オーストラリアからの伸びが著し
い。

外国人宿泊者数の推移（１月～１１月）

平成２２年 平成２７年 平成２２年比

東北６県 ４７５，８６０人泊 ４７８，７００人泊 １００．６％

青森県 ５５，３４０人泊 １００，３９０人泊 １８１．４％

平成２７年１月～１１月 国別増減率

国・地域 平成２２年比

韓国 １３９．５％

中国 １８６．０％

香港 ６８．３％

台湾 ２１８．８％

アメリカ ２１２．７％

ロシア １００．０％

シンガポール ７５．０％

タイ １７２３．３％

マレーシア ４１６．７％

オーストラリア ８９２．３％
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注１）観光庁「宿泊旅行統計調査」による。
注２）従業員１０人以上の宿泊施設を使用。



認知度向上と商品造成に向けた取組

○ 青森県では、韓国、台湾、中国、香港を海外からの誘客における重点エリアに位置づけ。
○ 海外における青森県の認知度は低く、メディア等を活用した認知度向上に取り組む。
○ 海外旅行エージェントとのネットワークの構築、青森商品の造成・販売の働きかけ。

旅行エージェント・メディアの招聘

○青森りんごを輸出している台湾
をターゲット

○視聴率ナンバー１の人気ドラマ

台湾ドラマの県内ロケを実施
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韓国旅行エージェントのトレッキング視察

台湾旅行エージェントの酒蔵視察

アメリカ人ブロガーの招聘



青森県ならではのコンテンツが好評

○ 中国で販売されている旅行商品は、北海道＋青森が好評。
○ 北海道にはない、青森ならではのコンテンツにより満足度がアップ。
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歴史のある酒蔵・伝統工芸 バックカントリースキー 夏祭り・田んぼアート
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個人・団体旅行向けモデルコースを構築

○ 主要なターミナル（青森・三沢空港、新青森駅、弘前駅、八戸駅）を起点とするＦＩＴ向けの
モデルコースを構築。

○ 津軽半島、下北半島を中心に、団体ツアー向けのモデルコースを構築。

ＦＩＴ向け 主要なターミナルを起点に、
公共交通機関やレンタサ
イクル、徒歩により１～2日
間で回れるモデルコースを
設定。

コース上の宿泊施設、観
光施設を中心に、Ｗｉ－Ｆｉ
利用環境、多言語表記、
外国人対応マニュアル等
受入環境を優先して整備。

団体向け 主要なターミナル～観光施
設・商業施設～宿泊施設
をつなぐモデルコースを設
定。外国人が宿泊する施
設のバリエーションを増や
していく。

白神山地

八甲田

十和田湖



北日本のゲートウェイをめざし定期便を誘致

○ 青森空港と中国（杭州・天津）を結ぶ定期航空路線が就航予定。
○ ３月２６日、北海道新幹線が開業。
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新千歳空港

旭川

小樽

函館空港の国際定期便

台湾

エバー航空 台北 週５往復

復興航空 台北 週３往復

中国

中国国際航空 北京 週２往復

天津航空 天津 週２往復

中国東方航空 杭州 週２往復

北京首都航空 杭州 週２往復【予定】

青森空港の国際定期便

韓国

大韓航空 ソウル 週３往復

中国

天津航空 天津 週３往復【予定】

北京首都航空 杭州 週１往復【予定】

仙台空港の国際定期便

韓国

アシアナ航空 ソウル 週４往復

台湾

エバー航空 台北 週２往復

中国

中国国際航空 北京 週２往復

中国国際航空 上海 週２往復

アメリカ

ユナイテッド航空 グアム 週２往復

新青森～新函館北斗：１日１３往復、
１時間

開業の２年後（２０１８年）には、
最速４０分間

２０１６年３月２６日
北海道新幹線開業
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北海道新幹線の開業を契機に立体観光を推進

新千歳空港

旭川

小樽

羽田発/着羽田発/着

中国・台湾発/着中国・台湾発/着

台湾桃園発/着台湾桃園発/着

台湾桃園発/着台湾桃園発/着

中国杭州発/着中国杭州発/着

中国杭州発/着中国杭州発/着

中国天津発/着中国天津発/着

中国天津発/着中国天津発/着

○ 青森県では、飛行機の空路と新幹線等の陸路を組み合わせた立体観光を推進。
○ 北海道新幹線開業と中国からの定期便の就航により、青函の立体観光が本格化。

立体観光とは？

従来、東北観光においては、点と点を線（鉄道
やバスの陸路）でつなぐ周遊観光が主流。

海外からの旅行客にとっては、航空便をうまく
組み合わせ、羽田（成田）に着き、新幹線で東
北を周遊し、最後に青森から航空便を乗り継
いで帰国することで、より広範囲に周遊するこ
とができ、時間短縮も可能となる。

しかし、航空便の座席ブロックの調整や、商品
価格の上昇といった課題があった。

それが、北海道新幹線の開業に伴い、本州と
北海道をまたぐ画期的な「ＪＲ Ｅａｓｔ－Ｓｏｕｔｈ
Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｒａｉｌ Ｐａｓｓ」が新たに設定され、
東京～東北～函館～札幌間の移動がおトクに
できるようになる。

加えて、青森空港には中国からの定期便の就
航計画があり、これらの航空便と新幹線を組
み合わせることで、本県が提唱する立体観光
が本格的に動き出す。

韓国仁川発/着韓国仁川発/着

韓国仁川発/着韓国仁川発/着
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東北のインバウンド拡大に向けた課題

○ 国内他地域に比べて、東北の認知度及び訪問意欲は著しく低い。
○ 外国人観光客の受入環境の一層の整備が必要。
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資料出所：株式会社日本政策投資銀行「2015東北インバウンド意向調査」

認知度向上のためには、海外の人気テレビ番組な
どマスメディアを通じた露出が効果的だが、単県で
実施するには多額の経費が必要。

東北の広域観光の拡大に向けては、ＪＮＴＯや東北
観光推進機構が主導して海外の人気テレビ番組な
どのメディアを招聘し、各県は地元の取材調整を行
う仕組みが有効ではないか。

東北訪問経験者が不満に感じたこと

英語の通用しやすさ ２２．７％

免税制度の使いやすさ １１．４％

クレジットカードの利用しやすさ １０．０％

日本政策投資銀行の調査によると、東北を訪問した者
の英語に関する不満は、他の地域と同様に高い。

そこで、２４時間多言語通訳電話サービスをスケールメ
リットを生かして東北全体として整備すべきではないか。

一方、免税制度やクレジットカード利用に対する不満は、
他の地域と比べて東北が高い傾向がある。そのため、
東北においては、外国人向けの買い物環境を改善すれ
ば、一層の消費拡大が期待できる。

買い物環境の改善については各事業者が取り組んでい
るところであるが、国に対しては、免税店舗に関する情
報提供をお願いしたい。

資料出所：株式会社日本政策投資銀行「2015東北インバウンド意向調査」


